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最重要強化策

ごあいさつ
　平素より福島信用金庫に格別のご愛顧とお引き立てを賜り厚くお礼申しあげます。
　皆さまに当金庫の経営状況をご理解いただき、安心してお取引いただけますよう、例年9月末時点
の経営内容を報告させていただいております。
　昨年５月に新型コロナウイルス感染症が５類に引き下げられ、政府の行動制限が緩和され、社会経
済活動に活気が戻って参りましたが、日本銀行による金利正常化の動きや地政学リスクの高まりから
国内外の政治経済金融情勢は不確実性が高まり不透明な状況下にあります。また、地域経済において
は、依然として、少子高齢化、人口減少、資材燃料価格高騰、人手不足や事業承継の問題など多岐に
亘る課題を抱えております。
　このような時こそ、まさに私共信用金庫の出番でございます。信用金庫の真価の発揮と地域の持続的発展を目指し、今年度
スタートしました新中期経営計画「ふくしん『未来を拓く変革への挑戦』3か年計画」に基づき、お取引先に寄り添った資金
繰り相談といった金融支援、また事業再生に向けた本業支援など金融仲介機能の発揮に積極的に取り組んで参ります。引き続
き、信用金庫の基本理念である「相互扶助」の精神のもと、この難局を乗り越え、しっかりと地域を支えることが私共に課せ
られた責務であります。
　今後とも、地域の皆さまとの絆を大切に役職員一丸となり誠心誠意業務に取組んで参りますので、何卒変わらぬお引き立て
とご支援を賜りますようお願い申し上げます。

　　　　 　　　　　令和6年11月　　　理事長　　　　　　　　　　　樋口　郁雄樋口　郁雄

経営理念経営理念

Pro f  i l e
（令和6年９月末現在）

総資産　5,010億37百万円
預積金　4,698億74百万円
貸出金　1,938億79百万円

自己資本比率　14.62%
出　資　金　16億60百万円
会　員　数　31,589先

店　舗　数　24店舗
常勤役職員　304人

「ふくしん『未来を拓く変革への挑戦』３か年計画」
～信用金庫の真価の発揮と地域の持続的発展を目指して～

　会員、お客さま、そして職員をはじめ
とする地域のすべての人の成長と幸せの
ために行動し、協同組織の地域金融機
関として地域が抱える課題解決に貢献
し、持続可能な地域社会を創る。

３か年計画初年度(令和6年度)
キーワード

◆目指すべき姿

「龍門飛躍」「百折不撓」
「上下一心」

りゅうもん　ひ　やく ひゃくせつ　ふ　とう

しょう か　いっ  しん

中期経営計画（令和6年度から令和8年度）

地域の繁栄と
豊かな暮しづくりに
貢献する

地域の繁栄
心を合わせ積極的に
業務を展開し、強靱な
経営体質を作る

金庫の発展
活気に満ち、
豊かな働きがいの
ある職場とする

職員の幸せ

（単位：億円）

令和6年度上半期の主な経営内容をお知らせいたします。
〈令和6年４月１日～令和6年９月30日〉

　地域の皆さまからの信頼・
信用をいただき、個人・法人
ともに増加、前期末比159億
円増加し、4,698億円となり
ました。

　貸出金残高は前期末比14億円増加し、
1,938億円となりました。事業所向け貸出
および地方公共団体向け貸出で増加、個人
向け貸出で減少となりました。事業所向け
貸出は、コロナ禍で停滞していた設備資金
が増加、運転資金が減少しました。個人向
け貸出は、消費性資金は増加しております
が、住宅資金の減少により前期末比で減少
しております。

　預金積金の内訳については、
個人のお客さまが74.8％、法
人のお客さまが16.7％を占め
ております。

　お客さまからお預かりした預金は、一部
の大口先や特定業種に偏ることなく、「小口
多数」でのご融資に心がけ、地域の様々な
業種のお客さまに幅広くご利用いただいて
おります。個人のお客さまへのご融資が
26.7％と多くなっております。

　保険商品、投資信託、公共
債すべてで増加し、預り資産
残高は前期末比10億円増加
の436億円となりました。

　預金積金に預り資産を
加えた総預り資産は、前
期末比169億円増加の
5,134億円となりました。

●預金積金残高の推移 ●人格別預金積金残高構成
（令和6年9月末）

●貸出金残高の推移 ●業種別貸出金残高構成
（単位：億円） （令和6年9月末）
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（単位：億円）

　有価証券利息配当金の増加
や預り資産手数料等の受入手数
料増加等によりコアの業務純益
は前年同期比69百万円増加の
8億35百万円となりました。経
常利益は信用コスト等の増加か
ら前年同期比35百万円減少の
6億97百万円、当期純利益は前
年同期比13百万円増加の5億
12百万円となりました。

　自己資本額は、当期純利益5億12百万円等によ
り前期末比4億62百万円増加の244億71百万円
となりました。貸出金・余裕資金のリスク・アセ
ットが共に減少したため、自己資本比率は前期末
比0.33ポイント上昇し、国内基準の4％を大きく
上回る14.62％となりました。

　自己資本の内訳は、地域の会員の皆さまからの出資金の
他、創業以来利益の中から着実に貯えてきました利益準備金
や特別積立金等となっております。

（単位：%）

●自己資本の構成

●自己資本比率

コアの業務純益 経常利益 当期純利益

令和6年9月末
自己資本額

24,471百万円

利益準備金・
特別積立金
21,321百万円

その他
1,489 
百万円

出資金
1,660
百万円

（単位：百万円）

自己資本額　　　自己資本比率

（単位：百万円）
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●満期保有目的の債券

●信用金庫法及び金融再生法に基づく
　開示債権

　当金庫は、コロナ禍後においても企業業
績の回復しないお取引の返済条件見直し等
の資金繰り支援に努めており、信用金庫法
及び金融再生法上の不良債権は95億円と
なりました。その結果、不良債権比率は
4.84％と前期末比0.29ポイント上昇しま
した。
　不良債権の処理にあたっては、画一的に
進めるのではなく、地域金融機関としてお取
引先の経営状況を踏まえ、きめ細やかな対
応に努めております。
　また、資金繰り支援に加え外部団体と連
携を図り、積極的に事業再生に取り組んで
おります。

　有価証券等は、お客さまからお預りした資金の一部を、安全性や収益性に留意して運用しております。
　令和６年９月末は、日本銀行の政策金利引上げにより市場金利が上昇したことで債券の評価が下落し、また、円高進行に伴う日経平均
下落により株式の評価も下落したことから、令和６年３月末と比較して評価状況は悪化しました。

（単位：百万円）

令和6年3月末
種　類

令和6年9月末
貸借対照表
計上額差　額時　価貸借対照表

計上額 時　価 差　額

2,500

2,500 
2,023 
2,300 

30 

4,353
6,853

国債
地方債
短期社債
社債
その他
小　計
国債
地方債
短期社債
社債
その他
小　計

時価が貸借対照表
計上額を
超えるもの

時価が貸借対照表
計上額を
超えないもの

要管理債権
危険債権

破産更生債権等
不良債権比率

注 記

注 記 １．時価は、期末日における市場価格等に基づいております。　２．上記の「その他」は、外国証券です。

１．貸借対照表計上額は、期末日における市場価格等に基づいております。　２．上記の「その他」は、外国証券及び投資信託等です。　3.市場価格のない株式等及び組合出資金は本表には含めておりません。

合　　計

●その他有価証券 （単位：百万円）

令和6年3月末
種　類

令和6年9月末
貸借対照表
計上額差　額取得原価貸借対照表

計上額 取得原価 差　額

株式　
債券
　国債
　地方債
　短期社債
　社債
その他
小　計
株式　
債券
　国債
　地方債
　短期社債
　社債
その他
小　計

貸借対照表
計上額が
取得原価を
超えるもの

貸借対照表
計上額が
取得原価を
超えないもの

合　　計

3,255
4,855

3,008

1,847
17,572
25,683
278

100,662
8,580
19,043

73,039
21,463
122,404
148,088

2,515

2,515
1,931
2,289

30 

4,250
6,766

15

15
△ 91
△ 10

△ 102
△ 86

3

3
△ 124
△ 37

△ 161
△ 158

903

903
1,897
3,862

30

5,790
6,693

900

900
2,022
3,900

30

5,952
6,852

1,442
4,822

2,999

1,823
16,026
22,291
308

104,556
9,706
19,534

75,316
22,666
127,530
149,822

1,813
33

8

24
1,545
3,392
△ 29

△ 3,893
△ 1,126
△ 490

△ 2,276
△ 1,202
△ 5,125
△ 1,733

1,166
38
1
12

24
1,334
2,540
△ 32

△ 4,480
△ 1,321
△ 562

△ 2,596
△ 1,416
△ 5,929
△ 3,388

1,455
8,896
1,799
3,399

3,698
14,746
25,099
354

110,972
10,508
20,327

80,135
25,259
136,586
161,686

2,622
8,935
1,800
3,412

3,722
16,081
27,640
322

106,491
9,187
19,764

77,539
23,843
130,657
158,297

（単位：%）

令和6年３月末

24

3

60

4.554.55

8888 9595959595

令和6年９月末

25

66

4.844.84

2

不良債権の状況

有価証券の時価情報

令和5年９月期

13.6713.67

235235

9292929292

令和5年９月末

23

65

4.654.65

2
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0 0.00

0 0
令和6年3月期

14.2914.29

240240

（単位：億円）

　有価証券利息配当金の増加
や預り資産手数料等の受入手数
料増加等によりコアの業務純益
は前年同期比69百万円増加の
8億35百万円となりました。経
常利益は信用コスト等の増加か
ら前年同期比35百万円減少の
6億97百万円、当期純利益は前
年同期比13百万円増加の5億
12百万円となりました。

　自己資本額は、当期純利益5億12百万円等によ
り前期末比4億62百万円増加の244億71百万円
となりました。貸出金・余裕資金のリスク・アセ
ットが共に減少したため、自己資本比率は前期末
比0.33ポイント上昇し、国内基準の4％を大きく
上回る14.62％となりました。

　自己資本の内訳は、地域の会員の皆さまからの出資金の
他、創業以来利益の中から着実に貯えてきました利益準備金
や特別積立金等となっております。

（単位：%）

●自己資本の構成

●自己資本比率

コアの業務純益 経常利益 当期純利益

令和6年9月末
自己資本額

24,471百万円

利益準備金・
特別積立金
21,321百万円

その他
1,489 
百万円

出資金
1,660
百万円

（単位：百万円）

自己資本額　　　自己資本比率

（単位：百万円）

令和6年9月末

1,660
1,671
19,650
1,518
185

24,686
214
214

24,471
167,372
14.62%

令和5年9月末

1,686
1,699
18,680
1,507
145

23,719
169
169

23,549
172,258
13.67%

出資金

利益準備金 

特別積立金 

繰越金 

一般貸倒引当金 

基礎項目（Ａ）

無形固定資産他

調整項目（Ｂ） 

自己資本総額[（Ａ）-（Ｂ）]（Ｃ）

リスク・アセット等計（Ｄ） 

単体自己資本比率（Ｃ）/（Ｄ） 

国内基準

令和6年９月期

14.6214.62

244244

0

収益の状況

自己資本の状況

令和6年
９月期

835

令和6年
９月期

697697

令和6年
９月期

512512

令和5年
９月期

765

令和5年
９月期

733733

令和5年
９月期

498498

令和4年
９月期

825

令和4年
９月期

1,0551,055

令和4年
９月期

851851

●満期保有目的の債券

●信用金庫法及び金融再生法に基づく
　開示債権

　当金庫は、コロナ禍後においても企業業
績の回復しないお取引の返済条件見直し等
の資金繰り支援に努めており、信用金庫法
及び金融再生法上の不良債権は95億円と
なりました。その結果、不良債権比率は
4.84％と前期末比0.29ポイント上昇しま
した。
　不良債権の処理にあたっては、画一的に
進めるのではなく、地域金融機関としてお取
引先の経営状況を踏まえ、きめ細やかな対
応に努めております。
　また、資金繰り支援に加え外部団体と連
携を図り、積極的に事業再生に取り組んで
おります。

　有価証券等は、お客さまからお預りした資金の一部を、安全性や収益性に留意して運用しております。
　令和６年９月末は、日本銀行の政策金利引上げにより市場金利が上昇したことで債券の評価が下落し、また、円高進行に伴う日経平均
下落により株式の評価も下落したことから、令和６年３月末と比較して評価状況は悪化しました。

（単位：百万円）

令和6年3月末
種　類

令和6年9月末
貸借対照表
計上額差　額時　価貸借対照表

計上額 時　価 差　額

2,500

2,500 
2,023 
2,300 

30 

4,353
6,853

国債
地方債
短期社債
社債
その他
小　計
国債
地方債
短期社債
社債
その他
小　計

時価が貸借対照表
計上額を
超えるもの

時価が貸借対照表
計上額を
超えないもの

要管理債権
危険債権

破産更生債権等
不良債権比率

注 記

注 記 １．時価は、期末日における市場価格等に基づいております。　２．上記の「その他」は、外国証券です。

１．貸借対照表計上額は、期末日における市場価格等に基づいております。　２．上記の「その他」は、外国証券及び投資信託等です。　3.市場価格のない株式等及び組合出資金は本表には含めておりません。

合　　計

●その他有価証券 （単位：百万円）

令和6年3月末
種　類

令和6年9月末
貸借対照表
計上額差　額取得原価貸借対照表

計上額 取得原価 差　額

株式　
債券
　国債
　地方債
　短期社債
　社債
その他
小　計
株式　
債券
　国債
　地方債
　短期社債
　社債
その他
小　計

貸借対照表
計上額が
取得原価を
超えるもの

貸借対照表
計上額が
取得原価を
超えないもの

合　　計

3,255
4,855

3,008

1,847
17,572
25,683
278

100,662
8,580
19,043

73,039
21,463
122,404
148,088

2,515

2,515
1,931
2,289

30 

4,250
6,766

15

15
△ 91
△ 10

△ 102
△ 86

3

3
△ 124
△ 37

△ 161
△ 158

903

903
1,897
3,862

30

5,790
6,693

900

900
2,022
3,900

30

5,952
6,852

1,442
4,822

2,999

1,823
16,026
22,291
308

104,556
9,706
19,534

75,316
22,666
127,530
149,822

1,813
33

8

24
1,545
3,392
△ 29

△ 3,893
△ 1,126
△ 490

△ 2,276
△ 1,202
△ 5,125
△ 1,733

1,166
38
1
12

24
1,334
2,540
△ 32

△ 4,480
△ 1,321
△ 562

△ 2,596
△ 1,416
△ 5,929
△ 3,388

1,455
8,896
1,799
3,399

3,698
14,746
25,099
354

110,972
10,508
20,327

80,135
25,259
136,586
161,686

2,622
8,935
1,800
3,412

3,722
16,081
27,640
322

106,491
9,187
19,764

77,539
23,843
130,657
158,297

（単位：%）

令和6年３月末
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3
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4.554.55

8888 9595959595

令和6年９月末

25

66

4.844.84

2

不良債権の状況

有価証券の時価情報

令和5年９月期

13.6713.67

235235

9292929292

令和5年９月末
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65

4.654.65
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地域活性化への取り組み

古関裕而 生誕115年記念　青春の歌声

第３回「ふくしん夢の音楽会」開催

「奥州街道御宿場印めぐり」プロジェクト
～白坂宿から貝田宿まで３２の宿場町を訪ねて歩く旅～

「ふくしん移住・定住相談窓口」開始

SDGsへの取り組み

　令和６年７月７日(日)、当金庫がネーミングライツ・パート
ナーである「ふくしん夢の音楽堂」において、福島市、(公財)福
島市振興公社との共催により、第３回「ふくしん夢の音楽会」を
開催いたしました。
　今回のコンサートは、古関裕而ご夫妻がモデルとなったNHK
の連続テレビ小説「エール」がご縁で福島市がパートナーシッ
プ協定を結ぶ愛知県豊橋市に本店を置く豊橋信用金庫と、本年
２月７日に「エール協定」を締結したことを記念して催されま
した。
　第１部は、古関裕而氏のご長男である古関正裕さんが主宰する

ライブユニット喜多三のミニライブや、俳優・歌手である菊池桃子さんをお招きしてのトークショー、第２部は、
福島市内の小・中・高等学校などによる古関裕而氏作曲の校歌などを披露、
フィナーレでは連続テレビ小説「エール」の主題歌である「星影のエール」を
会場の皆さまと一緒に合唱し、盛大な音楽会となりました。
　ご出演いただいた皆さま、ご来場いただいた多くの皆さまに感謝申し上げ
ます。
　なお、チケット収益金(344,278円)は、福島市子ども食堂NETへ寄付い
たしました。

　当金庫は、営業区域内の移住・定住の促進を図り地域活性化に貢献するため、令和6年７月22日より、全営業
店融資窓口にて移住・定住相談にかかる相談業務を実施しております。
　住宅ローン等の金融サービスのほか、地方公共団体の支援メニューや不動産情報等をワンストップで提供して
おりますので、お気軽にご相談ください。

「第27回信用金庫社会貢献賞」受賞
　(一社)全国信用金庫協会が主催する『信用金庫社会貢献賞』において、当金庫の『人
と食をつなぐ「だてな美食on-line・食Pingプロジェクト」』（以下「プロジェクト」）が
平成27年以来2回目の『Face to Face賞』を受賞いたしました。
　プロジェクトは、当金庫営業区域である伊達市の農産物を活用した「6次化商品」
を民間ベースで開発するため、市内の美味しい農産物や食材を使用した商品を全国
へ届ける仕組みづくりを事業としてスタートしました。
　また、聖光学院高校と連携して「四季の宅配便」スイー
ツセットを開発し、専用ECサイトを立ち上げてインター
ネット販売にも取り組んでおります。
　ECサイトでの本格販売にあたり、専用のスイーツボッ
クスを聖光学院高校美術部の学生の皆さんに制作して
いただきました。

　観光資源としての「宿場」に足を運んでいただくため、奥州街道の宿場ごとに「御宿場印」を作成し、令和５年
より福島県内の５つの信用金庫（白河、須賀川、郡山、二本松、福島）でスタートしたプロジェクトです。
　このたび、当金庫の営業区域内の宿場をPRするため、職員が各宿場を紹介する動画を制作いたしました。
　11月にYouTubeやデジタルサイネージにて公開いたします。

聖光学院高校「住みやすい町・
桑折町 SDGs 体験かるた制作」

「SDGs行動宣言」の
作成支援

　福島市消防本部よ
り、福島市AEDサポー
トステーション事業登
録証と掲示板が手渡
されました。
　AEDを貸し出す、
届ける等の取り組み
で、救命率の向上と市
民相互が助け合う社会の形成を目的としています。
　当金庫では、5店舗（本店・駅前、東、西、北、南・ほうらい支
店）に設置しております。

　聖光学院高校と
のSDGsパ ー ト
ナーシップ協定に
基づく事業「住み
やすい町・桑折町
SDGs体験かるた
制作」の第1回が
開催されました。
　聖光学院高校の
学生11名が参加し、桑折町が行ってきた施策や町の歴
史、今後の展望等の説明を受けました。

AED サポートステーション
事業登録

　三井住友海上火災保険㈱の協力によ
り提供する「SDGs診断」サポートの
フィードバックシートをベースに作成
した「SDGs行動宣言」プレートを寄贈い
たしました。（グリーンアースソリュー
ションズ㈱（上記写真）・㈱立島工業）

なりすまし詐欺
未然防止

　詐欺被害の未然防止に貢献したとし
て、国見支店と飯野支店の職員がそれ
ぞれ地元警察署より感謝状を拝受しま
した。今後も、詐欺被害の未然防止に
努めて参ります。

こどものみらい
古本募金

　6店舗（本店・駅前、東、西、北、南・
ほうらい、保原支店）に古本回収BOX
を設置しております。古本を活用し
「子供の未来応援基金」を通じて、子ど
もたちを支援するNPO等の団体に寄付
をする取組みです。

福島信用金庫×豊橋信用金庫「エール協定」締結記念チャリティーコンサート
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地域活性化への取り組み

古関裕而 生誕115年記念　青春の歌声

第３回「ふくしん夢の音楽会」開催

「奥州街道御宿場印めぐり」プロジェクト
～白坂宿から貝田宿まで３２の宿場町を訪ねて歩く旅～

「ふくしん移住・定住相談窓口」開始

SDGsへの取り組み

　令和６年７月７日(日)、当金庫がネーミングライツ・パート
ナーである「ふくしん夢の音楽堂」において、福島市、(公財)福
島市振興公社との共催により、第３回「ふくしん夢の音楽会」を
開催いたしました。
　今回のコンサートは、古関裕而ご夫妻がモデルとなったNHK
の連続テレビ小説「エール」がご縁で福島市がパートナーシッ
プ協定を結ぶ愛知県豊橋市に本店を置く豊橋信用金庫と、本年
２月７日に「エール協定」を締結したことを記念して催されま
した。
　第１部は、古関裕而氏のご長男である古関正裕さんが主宰する

ライブユニット喜多三のミニライブや、俳優・歌手である菊池桃子さんをお招きしてのトークショー、第２部は、
福島市内の小・中・高等学校などによる古関裕而氏作曲の校歌などを披露、
フィナーレでは連続テレビ小説「エール」の主題歌である「星影のエール」を
会場の皆さまと一緒に合唱し、盛大な音楽会となりました。
　ご出演いただいた皆さま、ご来場いただいた多くの皆さまに感謝申し上げ
ます。
　なお、チケット収益金(344,278円)は、福島市子ども食堂NETへ寄付い
たしました。

　当金庫は、営業区域内の移住・定住の促進を図り地域活性化に貢献するため、令和6年７月22日より、全営業
店融資窓口にて移住・定住相談にかかる相談業務を実施しております。
　住宅ローン等の金融サービスのほか、地方公共団体の支援メニューや不動産情報等をワンストップで提供して
おりますので、お気軽にご相談ください。

「第27回信用金庫社会貢献賞」受賞
　(一社)全国信用金庫協会が主催する『信用金庫社会貢献賞』において、当金庫の『人
と食をつなぐ「だてな美食on-line・食Pingプロジェクト」』（以下「プロジェクト」）が
平成27年以来2回目の『Face to Face賞』を受賞いたしました。
　プロジェクトは、当金庫営業区域である伊達市の農産物を活用した「6次化商品」
を民間ベースで開発するため、市内の美味しい農産物や食材を使用した商品を全国
へ届ける仕組みづくりを事業としてスタートしました。
　また、聖光学院高校と連携して「四季の宅配便」スイー
ツセットを開発し、専用ECサイトを立ち上げてインター
ネット販売にも取り組んでおります。
　ECサイトでの本格販売にあたり、専用のスイーツボッ
クスを聖光学院高校美術部の学生の皆さんに制作して
いただきました。

　観光資源としての「宿場」に足を運んでいただくため、奥州街道の宿場ごとに「御宿場印」を作成し、令和５年
より福島県内の５つの信用金庫（白河、須賀川、郡山、二本松、福島）でスタートしたプロジェクトです。
　このたび、当金庫の営業区域内の宿場をPRするため、職員が各宿場を紹介する動画を制作いたしました。
　11月にYouTubeやデジタルサイネージにて公開いたします。

聖光学院高校「住みやすい町・
桑折町 SDGs 体験かるた制作」

「SDGs行動宣言」の
作成支援

　福島市消防本部よ
り、福島市AEDサポー
トステーション事業登
録証と掲示板が手渡
されました。
　AEDを貸し出す、
届ける等の取り組み
で、救命率の向上と市
民相互が助け合う社会の形成を目的としています。
　当金庫では、5店舗（本店・駅前、東、西、北、南・ほうらい支
店）に設置しております。

　聖光学院高校と
のSDGsパ ー ト
ナーシップ協定に
基づく事業「住み
やすい町・桑折町
SDGs体験かるた
制作」の第1回が
開催されました。
　聖光学院高校の
学生11名が参加し、桑折町が行ってきた施策や町の歴
史、今後の展望等の説明を受けました。

AED サポートステーション
事業登録

　三井住友海上火災保険㈱の協力によ
り提供する「SDGs診断」サポートの
フィードバックシートをベースに作成
した「SDGs行動宣言」プレートを寄贈い
たしました。（グリーンアースソリュー
ションズ㈱（上記写真）・㈱立島工業）

なりすまし詐欺
未然防止

　詐欺被害の未然防止に貢献したとし
て、国見支店と飯野支店の職員がそれ
ぞれ地元警察署より感謝状を拝受しま
した。今後も、詐欺被害の未然防止に
努めて参ります。

こどものみらい
古本募金

　6店舗（本店・駅前、東、西、北、南・
ほうらい、保原支店）に古本回収BOX
を設置しております。古本を活用し
「子供の未来応援基金」を通じて、子ど
もたちを支援するNPO等の団体に寄付
をする取組みです。

福島信用金庫×豊橋信用金庫「エール協定」締結記念チャリティーコンサート
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※1「本店」内にて営業しております。　※2「南支店」内にて営業しております。　※3「窓口休業時間（11：30 ～ 12：30）」を設けております。

001 本　店 福島市万世町１番５号 024-522-8151  
004 駅前支店　※1 福島市万世町１番５号（本店内） 024-523-0145  
005 東支店 福島市浜田町 9番 5号 024-523-4366  
006 西支店 福島市南中央三丁目 26番地の 1 024-534-3131  
007 北支店 福島市南矢野目字中屋敷 50番地の 1 024-557-5682 9:00～15:00 
009 八島田支店　※3 福島市八島田字台畑 32番地 024-559-1321 
010 森合支店　※3 福島市森合字丹波谷地 9番地の 5 024-557-4111 
011 南支店 福島市黒岩字田部屋 16番地の 6 024-545-1751 9:00～15:00 
012 吉井田支店 福島市吉倉字名倉 9番地の 3 024-545-2311  
013 岡山支店　※3 福島市岡部字当木前 127番地の 1 024-535-5721  
014 ほうらい支店　※2 福島市黒岩字田部屋１６番地の６（南支店内） 024-529-7340
015 瀬上支店　※3 福島市瀬上町字本町 76番地の 6 024-553-6031  
016 鎌田支店　※3 福島市本内字北古舘 7番地の 7 024-553-5022  
018 平野支店　※3 福島市飯坂町平野字戸野内 1番地の 1 024-542-6846  
019 飯坂支店　※3 福島市飯坂町字湯沢 9番地 024-542-4221 
020 松川支店　※3 福島市松川町字石合町 36番地の 1 024-567-2263
021 桑折支店 伊達郡桑折町字本町 25番地の 1 024-582-2265  
024 国見支店 伊達郡国見町大字藤田字中沢一８番地７ 024-585-2321  
025 伊達支店 伊達市右城 27番地 024-583-3431  
032 梁川支店　※3 伊達市梁川町字中町 38番地１ 024-577-1121  
033 保原支店 伊達市保原町七丁目 20番地 2 024-575-3166 
034 霊山おてひめ支店　※3 伊達市霊山町下小国字夫婦清水 7番地 3 024-586-1165  
041 川俣支店　※3 伊達郡川俣町字瓦町 15番地 024-565-3221
043 飯野支店　※3 福島市飯野町字町 30番地の 2 024-562-2323
 ─ 総合相談センター 福島市万世町 1番 2号 0120-201-219 9:00～17:00

店舗一覧
店舗
コード 店　名 住　所 電話番号 日曜融資相談窓口 取扱サービス窓口営業時間

　：貸金庫設置店舗  　　：夜間金庫設置店舗  　　：AED 設置店舗  　　：スポーツくじ払戻業務取扱店舗

〒960-8660　福島市万世町１-５　ＴＥＬ 024-522-8161（代）　
ホームページ  https://www.shinkin.co.jp/fshinkin/     

編集･発行　福島信用金庫  総合企画部

令和6年度上期　主なトピックス
4月

8月
●第55回
　福島わらじまつり参加
●聖光学院高等学校との
　6次化商品開発
　プロジェクト
　「四季の宅配便」
　スイーツボックス完成お披露目会

7月
●第45回ふくしん会講演会
　講師：中畑　清氏
　演題：「中畑清、故郷で 
　　　　 野球を大いに 語る」

9月
●第22回ふくしん笑顔倶楽部
　憩いの集い
　「福田こうへいコンサート」

5月
●総代懇談会

6月
●「古関裕而生誕115周年記念定期預金」発売
●『福島・豊橋信用金庫との「エール」協定締結記念
　懸賞付定期預金』抽選会
●第４８回通常総代会
●信用金庫の日　
　県内８金庫
　クリーン作戦実施

7月
●第３回ふくしん夢の音楽会
●第12回ふくしん「東北夢の桜街道」児童絵画コンクール
　表彰式

このディスクロージャーは FSC®の基準に
従って認証され、適切に管理された森から
の木材を含んだ用紙に印刷しています。

P-B10178

9:00～15:00

ス

ス
ス

ス

ス

ス

●「ふくしん夢の音楽堂」ネーミングライツ・パートナー更新
●福島市との連携事業「いきいき！ふくしラボ」
　福祉事業所に商品プレート贈呈


